
記者発表資料 平成２６年１１月２６日

北上川下流河川事務所

水閘門等操作員講習会を開催します
～樋管等の点検ポイント等について再確認～

○ 本講習会は、融雪期や梅雨期、台風期の洪水時や津波発生時に

樋管等を確実に操作できるように、「洪水時の対応」や「ゲート操作に

おける注意点や施設点検ポイント」などについて再確認するために開

催します。

○ 昨今の気象状況は、局地的な大雨や記録的な大雨など、今まで

の経験則では想定できないような降雨をもたらしていることから、操作

員の方々の防災意識向上を図るため、気象予報士による「最近の気

象について」の講演を併せて実施します。

水閘門等操作員は洪水による水位上昇時等において、堤防に設置されている樋管等のゲート操作を行

い、河川から住宅地等への洪水の逆流を防ぐなど、地域の安全安心を守る重要な役割を担っています。

１．開 催 日 時 ： 平成２６年１２月１１日（木） １０時２０分から１５時まで

２．場 所 ： 河北総合センター（ビッグバン） 石巻市成田字小塚裏畑５４

３．参加予定人数 ： 約２４０名

４．次 第 ： 別紙参照

北上川下流河川事務所記者発表資料は、ホームページでご覧になれます。

ホームページアドレス【 http://www.thr.mlit.go.jp/karyuu// 】

※発表記者会：石巻記者クラブ、古川記者クラブ

国土交通省 北上川下流河川事務所が管理する河川は、北上川（宮城県内）、旧北上川、江合川、

鳴瀬川、吉田川の５河川、管理総延長は２１０．５ Km です。

国土交通省北上川下流河川事務所
石巻市蛇田字新下沼８０

電話 ０２２５－９５－０１９４（代表）

さ と う ま さ あ き

技術副所長 佐 藤 正 明 （内線２０５）

おおだいら と も ひ で

管 理 課 長 大 平 知 秀 （内線３３１）



（案）

平成２６年度 水閘門等操作員講習会

次 第

日時：平成２６年１２月１１日（木）
１０時２０分～１５時００分

全体講習会場：１階 文化交流ホール

１）挨拶
２）出席者紹介
３）「国土交通行政関係功労者表彰」受賞者紹介
４）全体講習会議題

・操作員の職務について
・操作点検上の留意事項について

５）事業紹介
・東日本大震災の災害復旧について

６）講演「最近の気象について」
東北放送株式会社

尾崎尚之 気象予報士

［昼 食］

７）分科会議題（排水機場以外は、各出張所毎に実施）
①樋門樋管等分科会

・各出張所の話題及び水閘門操作上の問題点等について
・質疑応答

②排水機場分科会
・排水機場操作・管理等検討
・質疑応答

分科会の会場について
大崎出張所 ： ２階 美術工作室
鹿島台出張所 ： １階 憩いの部屋（１）（２）
飯野川出張所 ： ２階 視聴覚室
米谷出張所 ： ２階 会議室（２）（３）
涌谷出張所 ： １階 集いの部屋
鳴瀬出張所 ： ２階 ふれあいの部屋
排水機場分科会： ２階 会議室（１）



■会場位置図

■平成２５年開催　講習会の様子

全体講習会 分科会

河北ＩＣ

河北総合センター



【参考】水閘門等操作員の役割

平常時や河川の水位が低いときは、門扉を開けて
生活排水や雨水等を流す。

堤内地
（内水）

堤外地
（外水）

降雨等により河川の水位が高くなると川の水が樋門を通じて
宅地側に流れ込み（逆流）被害がでるため門扉を閉める。

堤防の役割
を持っている。

降雨時に門扉を閉めると宅地側の水の行き場が無くなり
浸水被害がおこる可能性もある。
※別途、排水機場や排水ポンプ車等で対応

河川の水位が低くなり逆流の心配が無くなった時には
門扉を開けて排水する。

水位上昇

水位低下
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